
歯科保健部会実施報告 

部
会
員
等 

島田歯科医師会、榛原歯科医師会、島田市保健委員協議会、島田市健康づくり食生

活推進協議会、島田市校長会、島田市民間保育協会、学校教育課、包括ケア推進課、

福祉課、保育支援課、健康づくり課の各代表者(11 人) 

静岡県（兼中部健康福祉センター健康増進課）、事務局（健康づくり課） 

第
１
回 

日時：令和６年 10月 17日（木） 10:00～11:30 

会場：島田市保健福祉センター １階予防検診室 

(1) 部会長選出  部会長：原田島田歯科医師会長 

(2) 国・静岡県の歯科保健事業の動向について（静岡県） 計画の概要説明。 

・令和４年度における島田市の状況：3 歳児 5 歳児の有病者率は低いが 12 歳児

（WHO評価基準でもある）の状況は県内ワースト５、市ではワースト２ 

（3）島田市の歯科保健事業について 

・島田市健康増進計画及び食育推進計画と歯科保健事業について 

・ライフステージ別事業の説明（健康教育、訪問歯科診療等） 

・フッ化物洗口…家庭環境に拘らず全ての子供に実施でき、健康格差縮小に寄与す

る事業といえる。23 の幼稚園保育園こども園等及び川根小・中学校で実施。 

・健康教育…令和５年度開始：①小学校 4 年生：むし歯予防に加え、咀嚼チェックガ

ムを用いて咀嚼力を確認。②小学校１年生の保護者（家庭教育学級） 

・検診…令和６年度開始：①妊婦歯科健診（個別）②歯周疾患検診対象者拡大 

（4）情報・意見交換   各団体の活動内容など 

 ・他市町に比べ成人の市民の歯に対する意識が少なく感じる。啓発が必要。 

・お口の健康は全身の健康と関りがある。健康寿命の延伸のため、お口の健康づくり

が必要。 

第
２
回 

日時：令和７年２月６日 （木） 15:00～16:15 

会場：島田市保健福祉センター ３階研修室 

(1) 令和６年度の歯科保健事業の実施状況について（健康づくり課） 

・フッ化物応用事業（洗口・塗布）、健康教育、在宅訪問歯科診療・相談、歯周疾患検

診等 

・う蝕予防にはフッ化物（歯磨き剤、洗口、塗布）の効果が大きい。 

・幼児期は洗口効果により有病者率が低い。小学校には有病者率が高くなるが、特

に永久歯が生えそろう小学校６年から中学校に移行する時期に大きく上昇（悪化）し

ていることがわかった。この時期の対策が必要である。 

（2）情報・意見交換 

 「噛む力の育成」について 

 ・咀嚼チェックガムの判定：小学校４年生は、約６割が噛む力が弱い。カムカム健康プ

ログラムに参加した高齢者の判定の方がかなり良い結果だった。 

・保育園では給食に噛み応えのある食材やメニューを加えている。 

・お口ぽかんに関する研修会を実施。園や学校と家庭が連携することが必要。 

・学校の食育教育の中では「噛むこと」に対する指導内容はない。世間は柔らかい食

べ物が良いような風潮がある。 

・食事の際の姿勢も関係しているのではないか。 

・無関心層へのアプローチが難しい。情報を発信しても興味を示さない。 

資料１－１ 



こころの健康部会報告書 

日時 
第 1回 令和６年８月 27日（水） 

第 2回 令和７年２月５日（水） 

部会員 

部会長 

部会員（島田市医師会、島田商工会議所、島田公共職業安定所、島

田市校長会、中部健康福祉センター、地域包括支援センター） 

内容 【第１回】 

部会長を選出し、以下について事務局より説明。 

・島田市地域自殺実態プロファイル 2023 について 

・前計画の自殺対策計画の評価について 

・島田市第２次自殺対策計画～ひとりにさせない支援にむけて～ 

部会長から、今年度も自殺とアルコール依存の関係の話があった。

島田市ではアルコールの取り組みがあまりできていないので、取り

組む必要を感じた。令和７年度のこころの健康講演会はアルコール

依存をテーマにすることとした。（実施予定） 

【第２回】 

以下について事務局より説明。 

・今年度のこころの健康に関する活動報告 

・島田市地域自殺実態プロファイル 2024 について 

その他、各所属におけるこころの健康の取り組みについて各団体と

意見交換を行った。 

 

備考 

 

 

 

 

 



健康管理部会報告書 

日時 令和７年１月 16日（木） 19 時～20時 30分 

部会員等 

島田市医師会（部会長）、島田歯科医師会、島田薬剤師会、島田商工会議

所、明治安田生命保険相互会社 島田営業所、中部健康福祉センター 健

康増進課、島田市国保年金課・健康づくり課 委員９人 

事務局（健康づくり課） 

内容 【議題】 

・生活習慣病の発症予防及び重症化予防に関する取り組みについて 

・働き盛り世代からの健康づくりについて（意見交換） 

【意見】 

・若い世代へのアプローチには SNSが効果的である。 

・健幸マイレージ事業のようなインセンティブは効果的。行政だけでは限界

があるため、民間でもできるところは取り入れていけるとよい。 

・健康への関心度にかかわらず、健康になれる環境づくりも重要である。市

民が普段利用する場所、例えば飲食店や企業の食堂が適塩や健幸惣菜を

取り入れたメニューを提供するのも市民の健康づくりにつながる。歩道や

遊歩道を整備して歩きやすくするなども必要。 

・健診の受診率がなかなか上がらない。普段健診を受けていない人と一緒

に健診を受けたらインセンティブをつけるなどもよい。男性の受診率が低

い。夫婦で受診してもらうのもよいかもしれない。 

・CKD シール事業を高血圧・糖尿病患者にも拡大し、CKD への移行を食

い止める働きかけが必要ではないか。 

・健康経営優良法人や県知事褒章など健康に関する認定支援をしていくこ

とが企業全体の健康づくりにつながる。 

・負荷をかけた運動が必要。筋肉量が少ない。 

・歩かないと行けない場所に行くとポイントがつくようにすれば自然と歩く

のではないか。 

備考 
 

 

 


